
【特許・実用新案：論点】

【問題Ⅰ】

特許出願について拒絶理由がある場合の審査、審判及び審決取消訴訟についての理解を

問う。

１．新規事項の追加の禁止と誤訳の訂正

２．最後の拒絶理由通知後の補正についての審査での取扱い

３．拒絶査定不服審判請求時に補正された場合の当該審判請求の特許庁での取扱い

４．審決の理由とは異なる理由についての審決取消訴訟での取扱い

【問題Ⅱ】

特許権侵害における以下の点についての知識及び理解を問う。

１．特許権侵害の成否

( ) 均等侵害1
( ) 間接侵害2

２．差止請求権及び損害賠償請求権を有する者

( ) 専用実施権を設定した特許権者による差止請求及び損害賠償請求の可否1
( ) 通常実施権者による差止請求及び損害賠償請求の可否2

３．外国における実施行為に向けた間接侵害の成否




